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豪州の市場動向と豪州株について
当レターでは、足もとの豪州の市場動向と豪州株の注目ポイントについてご紹介いたします。

 豪ドル相場は、2019年1-3月は比較的安定して推移していましたが、4月中旬以降一時的な経済指標の悪化や米
中貿易摩擦による不透明感、7月下旬以降は米中間の緊張の再燃によって軟調な展開が続いています。

 一方、6月の貿易収支は豪ドル安や資源の輸出拡大などを背景に、過去最高の黒字額を更新しています。短期的に
はリスク回避姿勢の強まりから豪ドルに下落圧力がかかりやすいものの、高水準の貿易黒字を背景に、豪ドルの実需
面からの買い需要が豪ドル相場を下支えする要因の一つになりそうです。

【豪ドル相場の推移】
（2018年1月初～2019年8月6日）
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（出所）ブルームバーグ （年/月）

【豪州の貿易収支の推移】
（2010年1月～2019年6月）
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【豪州の政策金利、基調インフレ率、賃金上昇率】
（2009年1月1日～2019年8月6日）

（出所）ブルームバーグ、
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RBAは政策金利を据え置き、追加利下げの可能性に含みを持たせる

 豪州準備銀行（RBA）は8月6日の金融政策理事会において、政策金利を1.00％に据え置きました。声明文は労働
市場の動向に注視し追加利下げの可能性に含みを持たせる内容となりました。市場予想では11月の理事会での追
加利下げが見込まれています。

 声明文の中では低水準の金利や所得税減税、インフラ投資、住宅市場の安定化などに支えられ、豪州の経済成長
はここから緩やかに強まるとの前向きな景気見通しが示されました。今後は緩和的な金融・財政政策の効果が実体
経済の回復に結び付くかどうかに注目が集まりそうです。

豪ドル相場は過去最高の貿易黒字が下支え要因に

市場予想
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豪州株は年初来で14.7％上昇と堅調に推移

 豪州株は2019年初から上昇傾向にあり、7月30日には史上最高値を更新しました。8月6日時点では年初来14.7％
上昇と堅調に推移しています。

 株価上昇の背景には、豪州の緩和的な財政・金融政策から景気悲観論が後退していることや、世界的に金利低下
の動きが拡大していることから安定利回りを獲得できる投資対象への需要が増していることが考えられます。

【豪州株式の株価と配当利回り、10年国債利回りの推移 】

（出所）ブルームバーグ
※豪州株式：S&P/ASX200指数

（2009年6月末～2019年8月6日）

豪州株の利益見通しは堅調、バリュエーションに過熱感は見られず

 豪州株の一株当たり利益は、人口増加による安定的な内需の拡大等を背景に、今後も拡大していくことが予想され
ており、豪州株への更なる資金流入が期待されます。

 7月に17倍を超えていた豪州株の予想PER（株価収益率）は、米中間の対立激化による投資家心理の悪化などを背
景に8月6日時点で16.2倍まで低下しており、2014年7月末以降の平均15.8倍に近い水準になっています。株価は
7月下旬に一時史上最高値を更新したものの、過熱感は見られず、収益面からみても相対的に魅力が高いことが確
認できます。
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【豪州株式の一株当たり利益（EPS）の推移】
（2009年～2020年）

（出所）ファクトセット
※豪州株式：S&P/ASX200指数
※2019年以降は2019年7月末時点の予測値、現地通貨ベース
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【豪州株式の12カ月先予想PER】

（出所）ブルームバーグ
※豪州株式：S&P/ASX200指数
※12ヵ月先予想PER＝株価÷一株当たり利益（12カ月先予想）
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